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研究内容 バイオフィリックデザインとは，屋内に居る人が「自然」と触れ合えるように

した内装およびその設計手法のことで，例えば，部屋に観葉植物を導入することもバイオ

フィリックデザインとみなされる．最近では生物由来の材料である木材を内装に導入する

ことをバイオフィリックデザインと呼ぶ事例も増えつつある．しかし，木材を「どこに」

「どのくらい」「どのように」持ち込めばその空間の使用者の心身にポジティブな効果を

もたらすかについては，設計者の主観や使用者の個人的な感想として定性的に述べられて

いるに過ぎない．本研究の目的は，内装中の木材が人の心身にもたらす利得を定量的に把

握，評価する手法を確立することにある．そのために実施する被験者実験には，被験者に

臨場感高く内装を呈示できる実験系が必要である．そこで，ヴァーチャル・リアリティ（仮

想現実；VR）の技術で表現した内装空間に被験者を“没入”させ，そこで体感している木

材の使われ方を評価させることとした．今回はこの構想を実現する VR システムの構築を

行った．一方で，木材表面の木目模様の見え方は，内装の意匠としての良し悪しを左右す

るので，熱処理や塗装によって材面のトーンを整えることがしばしば行われる．ただし，

材面のトーンがどのように変化しているのかについて定量的なデータはない．そこで，熱

処理されたスギ材を対象に，材面の精密測色と光沢度測定を行った． 

研究成果 木材の使用量や使用場所，また，軸的に使うか面的に使うかを系統的に制御，

変更した木質内装空間を 3 次元的に表示し，VR ゴーグルを装着した被験者がその室内を

自由に観察できるシステムを構築できた．このシステムには，自由観察中の被験者が内装

のどこをどのくらいの時間見ていたかを把握する視線追跡システム，および，自由観察後

にその内装の見た目の印象を視覚アナログスケール法（Visual Analogue Scale法）で被験者

に評価させるシステムも組み込まれており，被験者実験の準備がほぼ整った．スギ材の熱

処理においては，比較的短時間の熱処理を受けた材面の色調の変化を明度，彩度，色相に

分けて，また，光沢の変化を鏡面光沢度と画像の輝度の相関関係を示すことで，詳細に把

握，評価できることを示した． 

今後の見通し 本助成によって構築できた VR システムを利用して，木材が視覚刺激とな

って人にもたらすリラックス効果の確認と精神負荷低減効果の実証を試みる．また，樹種

を変えて今回と同様の熱処理を行って，熱処理による材面の見えの変化をより幅広く定量

的に把握していく．  
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